
〈実施要項〉

盲導犬 小中学校キャラバン

※オンライン型については「【実施要項（オンライン）】盲導犬小中学校キャラバン」をご覧ください

訪問型



盲導犬小中学校キャラバンとは

●盲導犬と視覚障害を入り口に、社会の多様性について理解を深める
訪問授業です。

●障害の有無にかかわらず、「誰もが暮らしやすい社会」の実現に向けて、
自分たちにできることを一緒に考えてみませんか？
児童の皆さんが、共生社会への理解を深めるきっかけになるよう、
ぜひご活用ください。



実施概要
●会 場 ：体育館や多目的室など（屋内で広いスペース）

●協会対応人数 ：協会スタッフ １～２名 ／盲導犬もしくはＰＲ犬  １頭

●実施時間 ：目安９０分（２校時分） ※お時間の調整可能です。お気軽にご相談ください。

●対象学年 ：小学１年生～中学３年生 （※推奨学年：小学３年生以上）

●授業内容 ：盲導犬について（盲導犬ユーザーに出会ったら？）
   視覚障害について（見えない見えにくいとは／共生社会とは）

     質疑応答
 ※内容は、時間等の関係で変更する場合がございます。
  ※各拠点によって提供しているプログラムが多少変わりますので、ご相談させてください。

●費用 ：３万円程度のご寄付をお願いいたします。 ※あくまでも目安です。お気軽にお問合せください。



教員の皆様へ お願い
●活動の様子を撮影する場合があります。
※協会のＨＰ等へ掲載する場合には、個人の特定ができない写真を使用いたします。

●夏・冬の開催時期には、冷暖房機器の使用をお願いする場合がございます。

●盲導犬・ＰＲ犬への接し方について「さわらない」「呼ばない」ように、ご協力をお願いいたします。

●盲導犬や視覚障害の理解促進のため、取材を誘致する場合がございます。ご協力をお願いいたします。 

◇訓練センター毎の対象地域はホームページで紹介していますので、そちらをご確認ください。◇

URL：https://www.moudouken.net/knowledge/event/
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